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論文内容の要旨
【目的】骨髄血細胞分析は、従来の自動血球分析装置では赤芽球系、幼若頼粒球系細胞の同定が不可能で
あったため光学顕微鏡を用いた目視法によって行われている。 1999年に開発された自動血球分析装置であ
るXE-2100はフローサイトメトリー法および高周波/直流検出法を用いて赤芽球のみならず幼若頼粒球系
細胞の同定も可能とした。今回、骨髄穿刺検体を用いて自動血球分析装置と目視法による細胞分類の比較
検討を行った。
【対象】当科に通院および入院中の患者より採取した骨髄穿刺検体のうち、光学顕微鏡による検鏡で細胞
に異型性を認めず、また異常細胞が出現していない65検体を対象とした。
【方法】 XE-2100による測定は骨髄穿刺液原液、 PBSによる 2倍、 5倍、 10倍希釈検体および骨髄血に含
まれる脂肪滴除去のために洗浄を行った検体を用いて行った。目視法は骨髄穿刺液原液より塗沫標本を作
製し、メイ・ギムザ染色を施行した後、光学顕微鏡で500個の細胞を分類した。
【結果】 XE-2100(原液、 2倍、 5倍、 10倍希釈検体および洗浄検体)、目視法、それぞれで測定された
赤芽球数、白血球数、総有核細胞数、赤芽球比率、好中球比率、リンパ球比率、好酸球比率、幼若頼粒球
系細胞比率および頼粒球/赤芽球比 (M/E比)において良好な相関関係が認められた。特にXE-2100測定
値のうち、脂肪滴を洗浄除去した検体を用いて得られた測定値において、目視法とのより良好な相関関係
が得られた。
【結論】 XE-2100は目視法に匹敵する骨髄血細胞分類能力を有することが判明した。 XE-2100は全測定を
約50秒で完了することが可能であり、目視法に比較して迅速に分類することが可能であった。以上より自
動血球分析装置による骨髄血細胞分析は迅速、簡便かっ客観的で、あり、今後、臨床検査のIT化の一翼を
担うことが期待される O
論文審査の結果の要旨
骨髄血細胞分析は、従来の自動血球分析装置では赤芽球系、幼若頼粒球系細胞の同定が不可能であった
ため光学顕微鏡を用いた目視法によって行われている。 1999年に開発された自動血球分析装置であるXE-
2100はフローサイトメトリーおよび高周波/直流検出法を用いて赤芽球のみならず幼若頼粒球系細胞の同
定も可能とした。本研究は、骨髄穿刺検体を用いて自動血球分析装置と目視法による細胞分類の比較検討
を行った。
対象は、患者より採取した骨髄穿刺検体のうち、光学顕微鏡による検鏡で細胞に異型性を認めず、また
?「
?
?
異常細胞が出現していない65検体とした。
XE-2100による測定は骨髄穿刺液原液、 PBSによる 5倍、 10倍希釈検体および骨髄血に含まれる脂肪滴
除去のために洗浄を行った検体を用いて行った。目視法は骨髄穿刺液原液より塗沫標本を作製し、メイ・
ギムザ染色を施行した後、光学顕微鏡で500個の細胞を分類した。
結果は以下の通りである。 XE-2100は全測定を約50秒で完了した。 XE-2100(原液、 5倍、 10倍希釈検
体および洗浄検体入目視法、それぞれで測定された赤芽球数、白血球数、総有核細胞数、赤芽球比率、
好中球比率、リンパ球比率、好酸球比率、幼若頼粒球系細胞比率および頼粒球/赤芽球比 (M/E比)にお
いて良好な相関関係が認められた。特にXE-2100測定値のうち、脂肪滴を洗浄除去した検体を用いて得ら
れた測定値において、目視法とのより良好な相関関係が得られた。
以上よりXE-2100は目視法に匹敵する骨髄血細胞分類能力を有することが判明した。 XE-2100は目視法
に比較して迅速に分類することが可能であり、自動血球分析装置による骨髄血細胞分析は迅速、簡便かっ
客観的であり、今後、臨床検査のIT化の一翼を担うことが期待される。
本研究は臨床検査医学分野における骨髄血細胞分析の自動化に関して新しい知見を与えたものといえる。
したがっ・て本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判断された。
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